
〈
研

究

論

文

４

〉

中
村
元
の
日
本
思
想
史
研
究
丿

東
方
人
文
主
義－

一
　

は
じ

め
に

中
村
元
は
、
戦
後
日
本
の
イ
ン
ド
思
想
・
仏
教
学
を
代
表
す
る
学
者
の

一
人
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
そ
の
生
涯
と
業
績
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

中

村

は
、

一
九

匸

一
（
大

正
一

）
年
に

島
根

県
松

江
市

に
生

ま

れ
。

一
九
三
六
（
昭
和
一

こ

年
に
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
印
度
哲
学
梵
文

学
科
を
卒
業
し
て
大
学
院
に
進
学
し
、
仏
教
学
の
宇
井
伯
寿
（
一
八
八
二

－

一
九
六
三
）
や
倫
理
学
の
和
辻
哲
郎
（
一
八
八
九
丿

一
九
六
〇
）
な
ど

に
学

ん
で
、
一
九
四

一
　（
昭
和
一
六
）
年
に
博
士

課
程
を
卒
業
し
た
。

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
に
は
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
に
就
任
し
、
博

士
論
文
「
初
期

ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
史
」
に
よ
り
文
学
博
士
と
な
る
。

戦
後
に
は
、
主
要
業
績
の
一
つ
で
あ
る
「
東
洋
人

の
思
惟
方
法
」

シ
リ

ー
ズ
が
、
比
較
思
想
論
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
高
く
評
価
さ
れ
、
一
九
五
一

（
昭
和
二
六
）
年
に
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
客
員
教
授
と
し
て
一
年
間

西
　

村

玲

招
聘
さ
れ
た
。
こ
の
招
聘
が
、
後
の
比
較
思
想
研
究
へ
の
梃
子
と
な
っ
た
。

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
に
、
東
洋
思
想
の
研
究
と
普
及
を
目
的
と
す

る
財
団
法
人
東
方
研
究
会
（
現
公
益
財
団
法
人
中
村
元
東
方
研
究
所
）
を
、

私
財
を
な
げ
う
っ
て
設
立
し
た
。
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
に
東
京
大

学
を
定
年
退
官
し
て
、
東
方
研
究
会
の
理
事
長
と
な
っ
た
。
同
じ
時
に
、

東
方
研
究
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
広
く
一
般
に
東
洋
思
想
を
講
義
す

る
東
方

学
院
を
開

い
て
、
学
院
長
に
就
任
す

る
。
一
九
七
四
（

昭
和
四

九
）
年
に
は
比
較
思
想
学
会
を
創
立
し
、
翌
年
に
は
「
仏
教
語
大
辞
典
」

を
刊

行
し
た
。
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
に
文
化
勲
章
を
受
章
し
、

一
九
九
九
（
平
成
一

石

年
に
八
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
生
前
に
建
て
た

墓
碑
（
東
京
都
多
摩
墓
地
）
に
は
「
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
・
慈
し
み
」
と
、

自
ら
つ
け
た
法
名
「
自
誓
院
向
学
創
元

居
士
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

生
涯
の
論
文
著
作
数
は
ほ
ぼ
一
五
〇
〇
本
に
の
ぼ
好

、
そ
の
内
容
も
多

（
２
）

岐
に
わ
た
る
が
、
お
お
む
ね
以
下
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
佃
文
献
学
を

90



土

台

と
し

て
、
歴

史

や
文

化

を
踏

ま

え
た

イ

ン
ド
思

想
史

と

ゴ

ー
タ

マ

ー

ブ
ッ

ダ
の
研

究
、
即

「
仏
教

語
大

辞

典
」

に
代
表

さ

れ
る
仏

典

の
平

易

な

邦

訳

、
倒
日

本

に
お

け

る
比
較
思

想

研
究

の
開

拓
、

㈲
論
理

学

・
倫

理
学

の
研

究

、

で

あ

る
。

こ

れ

ら

は

「
中

村
元

選

集
」

全

二

三

巻

（
四

九
－

六
五

歳

に
刊
行

。
以
下

「
選
集
」
）

と
、
「
選
集

」

を
増
補

改
訂

し
て

亡

く

な

る
直

前

に

完

成

し

た

「
中

村
元

選

集
決

定

版

」

全
四

〇

巻
（

七

五
－

八

六
歳

ま
で

に
刊
行

。
以
下
「
決
定

版
」
）
に
ま

と

め
ら

れ
た
。

本
論

で

は
、

中

村

の
日

本
思

想
史

に

着
目

し
、

ま

ず
は
最

終
段

階

の
思
想

を
対

象

と
し

て

「
決

定
版
」

を
用

い
る
。

「
決

定
版

」

は
本

巻

三

二
巻

と
別

巻
八

巻

か

ら
な

り
、

そ

の
構

成

は
中

村

の
仕

事

の
概
要

を
示

し

て

い
る
。
最

初

の
四

巻
を

占

め
る

「
東
洋

人

の

思

惟
方

法
」

は

、
東
洋

の
五

民

族
（

イ

ン
ド

ー
シ
ナ
・
日

本
・
チ

ベ
ッ
ト
・

韓
国

）

の
思
惟
方

法

を
論

じ

る
も

の
で

あ
り

、
中
村

の
比

較

思
想

的
な

方

法
論

を
示

す
。

第
五

巻
以

降

は
、
思

想

を
中

心
と

す
る
イ

ン
ド
学
で

あ

る
。

第
五

巻

か
ら
第

七
巻

ま

で

が
イ

ン

ド
史

で

あ
り
、

第
八

巻

か
ら
第

三
二

巻

ま

で

が
古

代

か

ら
現

代
ま

で

の

イ

ン

ド
思
想

史

で

あ
る

。
別

巻
八

巻

は

、

「
世

界

思
想

史
」
四

巻

と

「
日

本

の

思
想
」

四
巻

か

ら
な

る
。

日

本
思

想

史

は
、
「
決

定
版

」

全

体

の

Ｉ
〇

分

の
一
で

あ

る
。

そ
の

特

徴

は
、
末
木

文

美
士

（
一

九
四

九
ｉ

）

が
述

べ
る

よ
う

に
、
当

時

の
普

遍

主
義

の
立

場

か

ら
世

界

思

想

史

の

一
環

と

し
て

日
本

思
想

史

を

位

置

づ

け
、

論

じ
る

こ
と
に

あ

る
。
中

村

本
人

が
言

う
よ

う

に
、
彼

の
日

本
思

想

史
研

究

は

「
（
イ

ン
ド
研

究

の
合

間

に

）
許

さ
れ

る

ほ
ん

の

わ
ず

か

な
時

間

だ
け
」

に
行

っ
た

も
の
で

あ

り
、
日

本

の
思
想

や
仏
教

の
歴

史
を

網
羅

的
に
辿
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
中
核
と
な
っ
た
近
世
仏
教
思
想

の
研
究
は
、
そ
の
後
の
研
究
史
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
狭
義
の
日

本
思
想
史
分
野
で
は
、
中
村
の
「
近
世
日
本
に
お
け
る
批
判
的
精
神
の
一

考
察
」
（
一
九
四
九
年

）
の
発
表
直
後

か
ら
、
家
永
三
郎
（
一
九
一
三
－

二
○
○
二

）
な

ど
に
よ
り

マ
ッ
ク
ス

ー
ウ
ェ

ー

バ
ー
（
一
八

六
四
－

一
九
二
〇
）
に
も
と
づ
く
近
代
化
論
で
あ
る
と
評
価

さ
れ
て
、
大
塚
久
雄

（
一
九
〇
七
－

一
九
九
六
）
ら
に
よ
る
近
代
化
論
の
潮
流
の
中
で
、
広
く

支
持
さ
れ
た
。
確
か
に
、
中
村
に
お
け
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
影
響
は
大
き
い

が
、
そ
の
日
本
思
想
史
は
あ
く
ま
で
も
世
界
思
想
史
の
一
環
と
し
て
論
じ

ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
近
代
化
論
と
し
て
の
み
受
け
取

る
の
は
危
険
で
あ

る
。
こ
と
は
日
本
近
世
に
限
ら
ず
、
仏
教
思
想
を
組
み
入
れ
た
日
本
思
想

史
研
究
全
体
を
進
め
る
た
め
に
、
イ
ン
ド
思
想
を
専
門
と
し
た
中
村
の
世

界
思
想
史
の
意
図

と
視
野
を
知
る
こ
と
は
重
要
だ
ろ
う
。
本
論
で
は
、
中

村
の
日
本
思
想
史
の
内
容

と
近
代
化
論
と
し
て
の
側
面

を
確
認
し
た
上

で
、
彼
が
示
し
た
世
界
思
想
史
の
視
野
と
特
徴
を
考
え
た
い
。

二
　

日
本

思
想
史
と
近
代
化
論

中
村
の
日
本
思
想
史
学
は
、
全
体
論
と
各
論
に
分
け
ら
れ
る
。
全
体
論

と
し
て
は
、
ま
ず
は
東
洋
人
の
思
惟
方
法
シ
リ
ー
ズ
の
内
に
、
一
九
四
八

年
か
ら
四
九
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
「
日
本
人
の
思
惟
方
法
」
が
あ
る
。

こ
の
仕
事
は
、
戦
争
末
期
の
一
九
四
四
年
か
ら
四
六
年
に
か
け
て
、
東
京

大
学
の
伊
藤
吉
之
助
（
一
八
八
五
１
一
九
六
一
）
が
、
文
部
省
の
委
託
に

よ
っ
て
行
っ
た
「
諸
民
族
の
思
惟
方
法
の
比
較
研
究
」
と
い
う
研
究
チ
ー

中村元の日本思想 史研究91



ム
に

、
中

村

が
参
加

し
た

こ

と
に

よ

っ
て
始

ま

る
。『
日

本
人

の
思

惟
方

法
』

で

は
、
日

本
人

は

シ
ナ
文

化

の
受

容
を

基
本

と

す
る

と
述

べ
た
上

で

、
日

本

人

の
思

惟

は
「
現

実
の
容

認

、
人

間

結
合

組
織

の

重
視
、
非

合

理
主

義

的

傾
向

、

シ
ャ
ー

マ
ニ

ズ
ム
」

を
特

徴

と
す

る
と

い
う
。

通
史
は
、
一
九
六
七
年
に
刊
行

さ
れ
た

m

ｅ

ｒ
ｉ
ｔ

　ｏ
ｆ

　Ｊ
ａ

ｐ

ａ

ｎ

ｅ
ｓ

ｅ

　
Ｔ

ｈ

ｏ

ｕ

ｇ

ｈ

ｔ
：

　
Ａ

．
Ｄ

．
５

９

２
-

１

A

　
Ｈ

ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

　ｏ
ｆ

　ｔ
ｈ
ｅ

　
Ｄ

ｅ
ｖ
ｅ
ｌ

ｏ
ｐ
-

８
６

８

”

が

あ

る

。

こ

れ

は

「

比

較
思
想
論
の
立
場
」

か
ら
、
仏
教
思
想
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、
各
時
代

の
特
徴
と
思
わ
れ
る
思
想
を
あ
げ
て
ゆ
く
形
を
取

る
。
そ
の
特
徴
は
、
中

村
の
言
う
「
近
代
」
と
は
い
わ
ゆ
る
世
界
史
の
時
代
区
分
で
あ
る
一
五
世

紀
以
後
で
あ
っ
て
、
日
本
で
は
江
戸
時
代
の
「
近
世
」
が
中
心
と
な
る
こ

と
で
あ
る
。
狭
義
の
日
本
史
分
野
に
お
け
る
「
近
代
」
で
あ
る
「
明
治
以

後
は
、
大
ま
か
に
言

っ
て
、
西
洋
思
想
の
移
入
史
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
以

前
の
、
い
わ
ば
純
日
本
的
な
も
の
の
意
義
の
再
発
見
、
価
値
評
価
を
し
た

か
っ
衂
」

と
い
う
理
由
で
、
明
治
維
新
以
後
は
論
じ
ら
れ
な
い
。

各
論
と
し
て
は
、
古
代
に
お
け
る
『
聖
徳
太
子
』

年
）
や
、
源
信
の

キ

リ

ス

ト

（

初

出

は

一

九

八
一
一

は
一
九
七
〇

一
六
世
紀
の

庶
民

を
対

象
と
し
た
「
カ
ナ

ガ
キ
仏
教

書
」
の
研
究
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
心
は
、
江
戸
時
代
の
仏
教
思
想
を
論

じ
た
『
近
世
日
本
に
お
け

る
批
判
的
精
神
の
一
考
察
』
（
初
出
は
一
九
四

九
年
）
で
あ
り
、
戦
後
の
近
世
仏
教
思
想
研
究
の
礎
石
と
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
江
戸
時
代
初
期
の
禅
者
で
あ
る
鈴
木
正
三
（
一
五
七
九
－

一
六
五
五
）
と
、
中
期
の
世
俗
的
知
識
人

で
あ
っ
た
富
永
仲
基
（
一
七
一

五
－

一
七
四
六
）
の
思
想
に
、
批
判
性
や
合
理
性
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
近
代

性
の
萌
芽
を
見
出
し
て
、
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
正
三
に
つ
い
て
　
9
2

は
「
鈴
木
正
三
の
宗
教
改
革
者
的
精
神
」
と
い
う
章
題
で
、
権
威
の
呪
縛

か
ら
解
放
さ
れ
た
批
判
精
神

と
、
宗
教
に
も
と
づ
く
ウ
ェ
ー
バ
ー
的

な
世

俗
倫
理
を
見
る
。
正
三
の
中
に
、
ル
タ
ー
的
な
宗
教
改
革
者
像
を
見

る
も

の
と
言
え

る
だ

ろ
う
。
こ
の
思
想
的
原
型
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

主
に
日
本
史
分
野
を
中

心
と
し
て
、
正
三
の
研
究
は
近
世
仏
教
者
の
中
で

例
外
的
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
の
富
永
仲
基
に
は
、
「
富
永
仲
基
の
人
文
主
義
的
精
神
」
と
い
う

章
題

が
つ
け
ら
れ
る
。
「
富
永
仲
基
は
、
ち
ょ
う
ど
近
代
人
文
主
義
に
対

応
す
る
態
度
を
も
っ
て
、
宗
教
を
も
歴
史
的
に
考
察
し
よ
う
と
し
た
」
、「
倫

理
の
成
立
す
る
根
源
を
、
神
的
権
威
か
ら
人
間
の
う
ち
に
引
き
下

ろ
し
た

こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
。
中
村
は
、
仲
基
を
宗
教
の
優
位
か
ら
世
俗
の
重

視
へ
転
換
す
る
近
代
の
価
値
観
を
体
現
し
た
思
想
家
、
「
近
代
の
先
駆
け
」

と
位
置
づ
け
る
。
本
居
宣
長
以
来
の
仲
基
研
究
に
お
い
て
は
、
仲
基
の
文

献
学
的
な
方
法
論

が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
単
な
る
方
法
論
の
評
価
を

超
え
て
「
近
代
の
先
駆
け
」
と
は
っ
き
り
明
言
し
、
思
想
史
的
に
仲
基
を

位
置
づ
け
た
意
義
は
大
き
い
。
中
村

の
功
績
は
、
普
遍
主
義
的
な
世
界
思

想
史
の
枠
組
み
に
日
本
思
想
史
を
あ
て
は
め
る
こ
と
で
、
歴
史
的
な
事
実

か
ら
抽
象
的
な
思
想
類
型
を
創
出
し
た
こ
と
に
あ
る
。

戦
中
か
ら
戦
後
の
思
想
的
混
乱
が
続
い
た
一
九
四
〇
年
代
に
、
中
村
の

日
本
思
想
史
研
究
の
土
台
が
著
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
と
思
わ
れ
る
。
近
世

か
ら
近
代
に
か
け
て
の
日
本
の
宗
教
史
を
大
き
く
見
れ
ば
、
廃
仏
殿
釈
と

神
仏
分
離
に
続
く
国
家
神
道
の
形
成
は
、
一
九
世
紀
初
頭
頃
か
ら
顕
著
に



な
っ
て

く

る
仏

教
衰

退

と
表

裏
一

体

の
も

の
で

あ
る
。

政
治

史

的
に
見

れ

ば

、
近

世
に

お

け
る
幕

藩
権

力

の
保
護

を
失

っ

た
仏
教

勢
力

は
、
生

き
残

り
を

か
け
て

、
日
本

帝
国

イ

デ

オ
ロ

ギ
・・‐
で

あ

る
国
家

神

道
を
補

完

す

る
、

い

わ
ゆ
る
近

代
的

な
宗

教

と

な
っ
て

い

っ
た
と
言

え

る
だ

ろ
鍔
・

そ
の
結

果

と
し
て

、
一
九

四
五

年

の
敗

戦
以

後

の
日

本

社
会

で

は
、

仏
教

は
戦
後

の
民

主
主
義

と

は
相

容

れ
な

い
も

の
で
あ

り
、

主
体

性

と
批
判

精

神
を

欠

く
思
想

と

み
な

さ

れ
て
、

時
代

の
大

勢

は
唯
物

論

と

マ
ル
ク

ス
主

義

へ
傾

斜

し
て

い
っ
た

。

そ
う

し
た
中

で
、
中
村

は
江
戸

時

代

の
仏
教

的
知

識
人

を
取

り
上

げ

て
、

彼

ら

の
思
想

を

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
宗

教
改

革

や
人

文

主
義

に

あ

て

は
め

た
。

そ

の
こ

と
に

よ

っ
て

、
人

間

を
中

心
と

す

る
思
想

に

も

と

づ
く
合

理
性

・

批
判

性
・

民
衆

性
と

い
う
、

い
わ
ゆ

る
近

代
的

な
価

値

観

を
江
戸

仏
教

の

中

に
創
出

し

た
。

そ

れ
ら
は

敗
戦

に
よ

っ
て
自

信

を
喪
失

し
て

い
た
人

々

が
自
ら

の
歴
史

に
切

実

に
求

め

る
も

の
で
あ

っ

た
か

ら
、
中

村

の
仕

事

は

広

く
受

け
入

れ

ら
れ

た
。

こ

う

い
っ
た
近
代

化
論

は

、
同

時
代

の
日

本
思

想
史
で

は
丸

山

眞
男

（
一

九
一

四
１

一
九
九

六

）

や
、
ア

メ
リ

カ

の
宗
教

学
者
で

あ

る

ロ
バ

ー
ト

ー
ペ
ラ

ー
（
一
九

二
七
－

二

○

匸
二
）

な

ど
と

も

共

通

す

る
も

の
で
あ

り
、

そ

の
後

の
日

本

学
を

長

く
牽
引

し

た
。

当
時

の

「
近
代

」

と

い

う
概
念

は
、

敗
戦

に
至

っ
た
過

去

を

払
拭

す
る

た

め
の
欧

米

か
ら

の
明

る
い
希

望
で

あ

る
こ

と

が
社

会
で

共
有

さ
れ
て

お
り

、
知

識

人

そ

れ

ぞ
れ

の

理

想

を
託

す

こ

と

が
で

き

る
言

葉

で

あ

っ

た
と

思

わ

れ

る
。

学
問

に
お

け

る
彼

ら
の
世

代

の
役
割

は
、

分
野

は
異

な

る

が
、
日

本

の

ホ

ッ
プ

カ

ル

チ

ャ

ー

を
創

出

し

た
手

塚

治

虫

（

一

九
二

八
－

一

九

八

九
）
の
そ
れ
に
等
し

い
。
彼
ら
の
仕
事
の
魅
力
は
、
た
と
え
ば
手
塚
の
鉄

腕
ア
ト
ム
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
な
、
近
代
的
人
間
像
へ
の
希
望
と
信
頼
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

三
　

世
界

思
想
史

と
東
方
人
文

主
義

中
村
が
世
界
思
想
史
を
著
し
た
目
的
は
、
現
代
に
お
い
て
世
界
が
一
つ

に
な
る
に

つ
れ
て
「
同
じ
人
間
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
起
こ
」
す
た
め
に
、

人
類
の
思
想
史
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
。
中
村
に

よ
れ
ば
、
「
多
く
の
哲
学
的
問
題
は
人
類
に
普
遍
的

な
も
の
」
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
哲
学
は
「
西
洋
の
哲
学
思
潮
の
み
」
を
対

象
と
し
て
い
る
、
と
い
う
。

一
八
世
紀
ま
で
は
西
洋
に
於
い
て
は
「
哲
学
」
と
い
え
ば
、
西
洋
の

哲
学
思
潮
の
み
を
意
味
し
て
い
た
。
…
…
イ
ン
ド
や
シ
ナ
の
、
独
自

の
意
義
あ
る
思
想
家
た
ち
に
「
哲
学
者
」
と
い
う
名
を
与
え
る
の
を

拒

む
態
度
は
、
近
年
に
至
る
ま
で
存
続
し
て
き
た
し
、
今
な
お
行
わ

れ
て

い
る
。
…
…
東
洋
で
も
西
洋
で
も
、
す

べ
て
の
哲
学
者
は
、
宇

宙
お
よ
び
人
間
に
関
す
る
同
じ
問
題
を
論
じ
、
同
じ
こ
と
が
ら
を
説

明
し
よ
う
と
努
め
て
き
た
。
も
し
も
か
り
に
二
千
数
百
年
に
わ
た
る

哲
学
の
発
展
の
過
程
を
通
じ
て
西
洋
思
想
と
イ
ン
ド
思
想
あ
る
い
は

他
の
国
に
お
け
る
思
想
と
の
あ
い
だ
に
類
似
性
を
見

い
だ
す
こ
と
が

で
き
る
な
ら
ば
、
ま
た
、
若
干
の
哲
学
説
は
両
者
に
共
通
で
あ
る
と

い
う
事
実

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
多
く

の
哲
学
的
問
題
は
人
類
に
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
単
に
歴
史
的
に
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扱

う

べ
き
で

あ

る
の

み
な

ら
ず

、
純
粋

に
哲

学

的
見
地

か

ら
も

論

じ

な

け

れ
ば
な

ら
な

い
。

そ

う
し
て

真
理

は
、

あ

ら
ゆ

る
民

族

の
う

ち

に

、
あ

ら

ゆ
る
宗
教

の
う

ち
に

、
見
出

さ
れ
る

べ
き
で

あ

る
と

い
う

事
実

が
知

ら

れ

る
…

…

。

こ

の
宣
言

に
も

と

づ

い
て
、
「

こ
う

い
う
手
順

を
ふ

む

こ
と

に

よ

っ
て

こ

そ
、

わ
れ

わ
れ

は
、
ア

メ
リ

カ

や

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

「
思

想

的
奴

隷
」

で

あ

る
み

じ
め

な
状
態

か

ら
脱
出

す

る
こ

と

が
で
き

る

の
で

あ

る
。

哲
学

は

ギ
リ

シ
ア

か
ら
始

ま

り
、

ド
イ

ツ
哲

学

だ
の

。
英
米

哲
学

で
絶
頂

に
達

し

た

と

い
う
呪

縛

か
ら

逃
れ

よ
う

で

は
な

い
か
」

と
呼

び
か

け

る
。

「
決
定

版
」

別

巻
四
冊

に

あ
た

る
世

界
思

想
史

は
、「
Ｉ

古

代
思

想
」
「
Ｈ

普
遍

思

想
」「
Ⅲ
中

世

思
想

」「
Ⅳ

近

代
思

想
」
か
ら
な

る
。

そ

の
内

容

は

、

イ

ン

ド

ー
ヨ
ー

ロ
ッ

パ

ー
シ
ナ

（
日

本

を
含

む
）

の
各
文

化
圏

に
お

い
て

、

思
想

テ

ー

マ
が
共
通

す

る
と

思

わ
れ

る
哲
学

思
想
文

献

を
引

用

す

る
形

式

と

な
っ
て

い
る
。
各

巻

の
章

題
と

構
成

は
、
以

下

の
通

り
で

あ

る
。

第
一

巻

‥
古
代

思
想
　
「
古
代

農

耕
共
同

体

の
思
想

」
「
哲
学

的
思

索

の
出
現

」

第
二

巻

‥
普
遍

思
想

（
西

村

注
、

普
遍

思
想

と

は
、
仏

教

や
キ
リ

ス

ト

教

な
ど
の

い
わ
ゆ

る
世
界

宗
教

を
指

す
）

「
限
定

さ

れ
た
普

遍
思

想
－

異
端

説
」
「
優
位

を

獲
得

し
た

普

遍

思
想
－

そ
の
発

端
」

「
宗
教
性

の
昂

揚
卜

中
世

へ
の
転
換

」「
普

遍
的

国
家

の

理
想

」

第

三

巻

‥
中
世

思

想
　

中
世

は

「
普

遍
思

想

の
興

起

と
近

代
思

想

の

興
起

と

の
中

間

の
時

代
」

と
定

義

さ
れ

て
お

り
、
第

二
巻

の
普

遍

思
想
の
内
容

が
歴
史
的
に
述
べ
ら
れ
る
。

第
四
巻

‥
近
代
思
想
　
「
近
代
的
思
惟
の
成
立
」
「
人
間

の
評
価
に
お

け
る
転
換
」

こ
の
哲
学
史
観
は
、
古
代
に
お
け
る
哲
学
出
現
、
中
世
の
宗
教
優
位
、

近
代
に
お
け
る
人
間
発
見
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の

人
文
主
義
の
歴
史
観
に
沿
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
中
村
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の

哲
学
思
想
史
を
人
類
全
体
に
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

が
、
こ
の
先

蹤
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ

ン
ド
学
者
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

近
代
イ
ン
ド
学
を
立
ち
上
げ
た
一
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
学
者
シ

ル
ヴ
ァ
ン

ー
レ
ヴ
ィ
（
一
八
六
三
－

一
九
三
五
）
は
、
「
仏
教
人
文
主
義
」

と
い
う
著
書
で
、
「
も
し
人
類

が
、
全
体
と
し
て
共
存
す

べ
き
も
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
人
類

の
い
か
な
る
団
体
で
も
、
一
つ
の
文
明
史
を
形

づ
く
る

限
り
、
人
間
の
共
存
関
係
か
ら
と
く
に
外
さ
れ
る
わ
け
は
な
い
」
と
述

べ

る
。
さ
ら
に
、
一
九
二
二
年
に
、
イ
ン
ド
の
ダ
ッ
カ
大
学
で
行
っ
た
講
演

で
、
新
し
い
概
念
と
し
て
「
東
方
人
文
主
義
」
を
提
唱
し
て
い
る
。

い
ま
、
私
は
東
方
と
人
文
主
義
と
を
一
つ
の
熟
語

と
し
た
が
、
そ
れ

は
お
そ
ら
く
こ
れ
が
は

じ
め
て
だ
と
思
う
。
…
…
・
（
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

期
に
お
い
て
）
人
び
と
は
新
し
い
真
理
が
に
わ
か
に
生
じ
た
こ
と
を

意
識
し
た
。
そ
の
真
理
は
古
典
に
対
す
る
宗
教
的
信
仰
よ
り
生
ま
れ

た
も
の
で
、
換
言
す
れ
ば
、
人
間
性
の
深
い
統
一
か
ら
発
生
し
た
も

の
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
異
な
っ
た
信
条
を
い
だ
き
、

異
な
っ
た
地
方
に
住
む
す
べ
て
の
人
類
を
統
一
す

べ
き
環
を
発
見
し

た
。
…
…
現
代
の
イ
ン
ド
が
、
自
ら
の
進
路
に
つ
い
て
十
分
に
覚
醒
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し
、
ま
た
、
東
西
の
世
界
か
ら
呼
び
か
け
て
く
る
声
に
対
し
て
然
る

ぺ
く
応
答
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
イ
ン
ド
の
各
大
学
は
新
た
な
人
文

主
義
の
出
生
地
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
西
洋
の
旧
人
文
主
義

よ
り
も
さ
ら
に
一
段
と
豊
富
に
し
て
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
光
彩
あ
る

新
人
文
主
義
の
中
心
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

レ
ヴ
ィ
は
、

ギ
リ

シ
ア

ー
ロ
ー
マ
の
古
典
に
人
間
性
を
見
出
し
た
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
期
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
文
主
義
に
の
っ
と
っ
て
、
人
類
の
定

義
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
イ
ン
ド
に
も
拡
大
す
る
。
サ
ン
ス
ク
リ

ッ

ト
語
に
よ
る
イ
ン
ド
古
典
も
含
め
て
、
東
西
相
俟
っ
て
の
普
遍
的
な
知
恵

を
生
み
出
そ
う
と
い
う
主
張

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
近
代
イ

ン
ド
学
を
形
成
し
た
思
惟
形
態
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
レ
ヴ
ィ
の
弟
子
に
は
、

東
京
帝
国
大
学
教
授

の
高
楠
順
次
郎
（
一
八
六
六
－

一
九
四
五
）
が
お
り
、

そ
の
弟
子
で
あ
る
宇
井
伯
寿
は
中
村
の
師
と
な
っ
た
。
レ
ヴ
ィ
の
東
方
人

文
主
義
を
、
ひ
と
ま
ず
中
村
の
先
蹤
と
し
て
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

中
村

は
、
西
洋
を
中
心
と
す
る
従

来
の
哲
学
や
思
想
史
を
包
括
し
て
、

東
洋
思
想
を
含
む
人
類
の
思
想
史
を
打
ち
出
そ
う
と
す
る
。
も
と
よ
り
本

人

が
明
言
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
へ
の
異
議
申
し

立
て
と
い
う
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
枠
組
み
と
方
法

は
、
人
類
が
一
つ
で
あ
る
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
普
遍
主
義
を
前
提
と
し

て
、
知
恵
の
拡
大
と
統
一
を
目
指
す
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
来
の
人
文
主
義
、

レ
ヴ
ィ
の
言
う
「
知
識
的
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
」
に
連
な

る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
日
本
思
想
史
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
富
永
仲
基
を
人
文
主

義
者
と
定
義
す
る
こ
と
に
、
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

中
村
の
近
代
的
人
間
観
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な
人
文
主
義
を
包

括
し
よ
う
と
す
る
東
方
人
文
主
義
の
姿
静
を
よ
く
示
す
一
例
と
思
わ
れ
る

の
で
、
触
れ
て
お
き
た
い
。
中
村
は
「
人
間
」
と
い
う
言
葉
に
大
き
な
価

値
を
置

い
て
、
多
義
的

か
つ
積
極
的
な
意
味
で
使
う
。
た
と
え
ば
、

ゴ
ー

タ
マ

ー
ブ
ッ
ダ
を
形
容
し
て
、
「
歴
史
的
人
間

と
し
て
の
ゴ
ー
タ
マ

ー
プ

ッ
ダ
が
、
や
は
り
生
ま
れ
て
、
生
き
て
、
そ
し
て
死
ん
だ
人
問
で
あ
り
な

が
ら
、
「
人
間
」
を
超
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
偉
大
さ

と
あ
り
が
た
み
を
覚
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
近

代
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
人
間
主
義
）
を
背
景
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
を
源
流
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
だ

け
で
は
捉

え
き
れ
な
い
幅
と
奥
行
き
を
持
っ
て
い
る
。

中
村
は
、
神

が
人
間
に
優
先
す

る
古
代

や
中
世
に
比
し
て
、
「
近
代
に

お
い
て
は
人
間
に
対
す
る
愛
の
方

が
中
心
的
意
義
を
有
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
し
て
、
近
代
の
特
徴
の
一
つ
に
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス

ー
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
あ
げ

る
。
一
般
に
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
人
間

の
尊
厳
は
「
神
の
像
に
か
た
ど
っ
て
創
造
さ
れ
た
」
こ
と
に
由
来
す
る
と

言
わ
れ
、
人
間
は
神
の
被
造
物
で
あ
る
か
ら
貴
い
と
い
う
こ
と
が
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
近
代
の
人
間
観
の
源
流
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
前
提
に
立
っ
て
、

中
村

は
「
（
近
代
に
お

い
て
）
人
間

が
至
上
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、

人
間

が
神
に
と
っ
て
代
わ
る
こ
と
に
な
り
は
し
な

い
か
？
」
と
い
う
問
い

を
立
て
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

神
は
人
間

に
ほ
か
な
ら
な

い
と
い
う
見
解

が
出
て

く
る
は
ず
で
あ

る
。

…
…

イ

ン

ド
の

哲
人

ラ

ー

マ

ク

リ

シ
ュ

ナ
（

西
村

注
・
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一
八
三
六
－

一
八
八
六
、
近
代
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
人
）

に
よ
る
と
、
神
は
人
間

の
う
ち
に
現

れ
る
。
「
…
…
人
間

は
神
の
最

大

の
表
れ
で
す
。
」
…
…
西
洋
近
代
思
想
の
一
つ
の
特
徴
的
な
主
張

は
人
間

の
平
等
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
西
洋
に
お
け
る
そ
の

主
張
が
、
人
間
は
す
べ
て
神
の
前
に
平
等
で
あ
る
と
い
う
の
に
対
し

て
、
イ
ン
ド
の
そ
れ
は
人
間

は
そ
の
究
極
の
本
性
に
お
い
て
は
神
そ

の
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
そ
こ
に
わ
れ
わ

れ
は
東
と
西
と
に
お
け
る
相
違
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

「
人
間

の
尊
厳
は
神
に
根
拠
を
持
つ
」
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
は
、
「
人
は
神
で
あ
る
」
と
い
う
イ
ン
ド
の
人
間
観
に
包
括
さ

れ
る
と
い
う
の
が
、
中
村
の
近
代
的
人
間
像
の
一
端
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
根
底
の
一
つ
に
は
、
イ
ン
ド
の
一
元
論
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
中
村
の

「
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
思
想
」
に
よ
れ
ば
、
「
ア

ー
ト
マ
ン
の
形
而
上
学
説

は
深
い
倫
理
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
己
と
他
人
と
が

究
極
の
根
底
に
お
い
て
は
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
対
立
は
か
り
の

対
象
形
態
に
す
ぎ
な
い
。
ウ

パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
お
い
て
は
「
汝
は
こ
の
全

世
界
で
あ
る
」
と
教
え
、
「
わ
れ
は
汝
な
り
」
と
い
う
の
が
、
自
他
不
二

の
倫
理
の
基
礎
に
あ
る
確
信
と
な
っ
て
い
る
。
…
…
わ
た
く
し
の
身
辺
の

い
か
な
る
人
で
も
時
間
的
空
間
的
に
異
な
っ
た
点
に
あ
り
、
存
在
す
る
程

度
を
異
に
し
て

い
る

く
わ
た
く
し
自
身
〉
に
ほ
か
な
ら
な
（
宍

）
と
あ
る
・

四
　

お
わ
り
に

年
代
に
、
そ
の
中
心
が
形
成
さ
れ
た
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
学
び
な
が
ら
、
日
　
9
6

本
近
世
の
仏
教
思
想
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
も
と
づ
く
合
理
性
・
批
判

性
・
民
衆
性
な
ど
の
近
代
的
な
価
値
観
へ
の
系
譜
を
見
出
し
た
。
そ
れ
は
、

自
信
を
失
っ
て

い
た
敗
戦
後
の
日
本
社
会
が
、
自
ら
の
歴
史
の
中
に
切
実

に
求
め
る
も
の
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
戦
後
の
日
本
学
を
長
く
牽
引
す
る
研

究
と
な
っ
た
。
中
村
は
、
普
遍
主
義
に
よ
る
世
界
思
想
史
の
枠
組
み
に
日

本
思
想
史
を
あ
て
は
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
事
実
か
ら
抽
象
的
な

思
想
類
型
を
創
出
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
。

中
村
に
お
け
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
影
響
は
大
き
い
が
、
そ
の
日
本
思
想
史

学
は
あ
く
ま
で
も
世
界
思
想
史
の
一
部
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。
彼
の

世
界
思
想
史
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
今
と
な
っ
て
は
、
狭
義
の
日
本

思
想
史
に
適
合
す

る
一
面
だ
け
を
切
り
取
っ
て
、
ウ
ェ
ー

バ
ー
流
の
近
代

化
論
と
し
て
単
純
化
す
る
こ
と
は
危
険
だ
ろ
う
。
中
村

が
最
晩
年
に
ま
と

め
た
世
界
思
想
史
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
の
哲
学
思
想
史
へ
の
異
議

申
し
立
て
と
い
う
性
格
を
強
く
持
つ
。
そ
の
具
体
的
な
枠
組
み
と
方
法
は
、

一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
始
ま
っ
た
イ
ン
ド
学
を
通
じ
て
、
普
遍
的
な
知

恵
の
拡
大
と
統
一
を
目
指
す

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
文
主
義
の
伝
統
に
連
な
っ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、

シ
ル
ヴ
ァ
ン

ー
レ
グ
ィ
の
言
う
東
方
人
文
主
義
は

近
代
イ
ン
ド
学
を
形
成
し
た
思
惟
形
態
の
一

つ
で
あ
り
、
そ
れ
が
中
村

の

方
法
論
で
あ
る
世
界
思
想
史
の
先
蹤
で
あ
ろ
う
。

今
、
冷
戦
と
共
産
圏
の
崩
壊
を
経
て
、
資
本
の
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
で
覆

わ
れ
つ
つ
あ
る
世
界
に
あ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
的
普
遍
の
価
値
に
も
と
づ

中
村
元

の
日
本
思
想
史
学
は
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
一
九
四
〇
　
　

く
人
文
主
義
の
理
想
を
人
類
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
は
、

も
は
や
不
可
能



の
よ
う
に
見
え
る
。
近
代
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
に
そ
の
多
く
を
依

存
し

て

い
た
理
想
と
建
前
が
、
日
本
社
会
か
ら
も
蒸
発
し
た
今
、
歴
史
的
財
産

と
し
て
の
日
本
仏
教
の
思
想
的
意
義
を
再
び
、
三
た
び
発
見
す
る
こ
と
を
、

中
村
は
迫

っ
て

い
よ
う
。

（

１

）
　

「

中

村

元
　

著

作

論

文

目

録

」

（
「

東

方

」

一

五

号

、

二

〇

〇

〇

年

、

二

二

－

一

〇

〇

頁

）
。

（

２

）
　

以

下

の

四

項

目

は

、

二

〇

匸

一

年

に

発

行

さ

れ

た

中

村

元

記

念

館

リ

ー

フ

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

の

「

中

村

元

の

業

績

」

（

特

定

非

営

利

活

動

法

人

中

村

元

記

念

館

東

洋

思

想

文

化

研

究

所

発

行

、

島

根

県

松

江

市

）

と

、

公

益

財

団

法

人

中

村

元

東

方

研

究

所

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

「

中

村

元
　

業

績

」

（

ｈ

ｔ
ｔ
ｐ

：
／
／
w
w
w
.

ｔ
ｏ

ｈ

０
．ｏ

ｒ
． ｊ
ｐ
ｙ
ａ

ｒ
-

ｃ

ｈ

ｉｖ

ｅ

．ｐ

ｈ
ｐ
　

二

〇

匸

二

年

七

月

二

一

日

ア

ク

セ

ス

）

に

よ

っ

た

。

（

３

）
　

「

中

村

元

選

集

」

全

二

三

巻

、

春

秋

社

、

一

九

六

一

－

七

七

年

。

（

４

）
　

「

中

村

元

選

集

決

定

版

」

全

四

〇

巻

、

春

秋

社

、

一

九

八

八

－

九

九

年

。

（

５

）
　

末

木

文

美

士

「

中

村

元

と

日

本

思

想

」

（

「

中

村

元

の

世

界

」

青

土

社

、

一

九

八

五

年

）

二

三

八

－

二

七

四

頁

。

（

６

）
　

中

村

元

、

春

日

谷

仲

昌

編

訳

「

日

本

思

想

史

」

（

東

方

出

版

、

一

九

八

八

年

）

原

著

書

序

文

、

…
Ⅲ

頁

。

（

７

）
　

家

永

三

郎

「

批

評

と

紹

介

・

巾

村

元

著

「

近

世

日

本

に

お

け

る

批

判

的

精

神

の

一

考

察

」
」

（

「

日

本

歴

史

」

第

一

七

号

、

一

九

四

九

年

）

六

三

頁

。

末

木

、

前

掲

論

文

、

二

六

六

―

二

七

〇

頁

。

（

８

）
　

三

浦

雅

彦

「

中

村

元

と

鈴

木

正

三

」

（
「

比

較

思

想

研

究

」

第

三

二

号

、

二

〇

〇

五

年

）

四

六

一

四

八

頁

。

鈴

木

正

三

を

め

ぐ

る

家

永

と

中

村

の

相

違

に

つ

い

て

、

詳

細

が

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

（

９

）
　

末

木

、

前

掲

論

文

、

二

三

八

－

二

四

一

頁

。

（

1 0

）
　

「

日

本

人

の

思

惟

方

法

」

（

決

定

版

第

三

巻

。

春

秋

社

、

一

九

八

九

年

）

目

次

の

章

名

に

よ

る

。

（

1
1

）
　

原

著

”
Ａ

　
Ｈ

ｉｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

　ｏ
ｆ

　ｔ
ｈ

ｅ

　
Ｄ

ｅ
ｖ
ｅ

ｌｏ
ｐ

ｍ

ｅ
ｎ

ｔ
　ｏ
ｆ

 Ｊ
ａ

ｐ

ａ
ｎ

ｅ
ｓ
ｅ

　
Ｔ

ｈ
ｏ
ｕ

ｇ

ｈ

ｔ
：
　
Ａ
.

Ｄ

．
５
９

２
-

１

８
６

８

－

　
（

国

際

文

化

振

興

会

、

一

九

六

七

年

）
。

邦

訳

は

、

春

日

谷

伸

昌

絹

訳

「

日

本
思
想
史
」
（
東
方
出
版
、
一
九
八
八
年
）
。

（
１９一
）
　
春
日
谷
伸
昌
、
前

掲
「
日
本
思
想
史
」
序
‥
1
1
頁

。

（
1
3
）
　
同
、
序
‥
1
1
頁
。

（
1
4）
　「
日
本
の
名
著
　

聖
徳
太
子
」

中
央
公
論

社
、
一
九
七
〇
年

、
「
解
説
」
。

（
一
Ｄ
）
　「
古
典
を
読

む
」
五
、
岩
波
書

店
、
一
九
八
三
年
。

（
1
6）
　「
浄
土
教

と
キ
リ

シ
タ
ン
と
の
対
決
」
（
「
東
西
文
化
の
交
流
」
決
定

版
・
別
巻

五

巻
）
二
四
九
一

二
六
七
頁
。

（
1
7）
　「
カ
ナ

ガ
キ
仏
教

書
」
（
「
日

本
宗
教

の
近
代

性
」
決
定

版
・
別
巻

八
巻

）
二

五
七
－

三
二
三
頁
。

（

找一
）
　「
近

世
日

本
に
お
け

る
批
判

的
精
神

の
一
考
察
」
三
省

堂
、
一
九
四
九
年
。
後

に
「

近
世
日
本

の
批
判
的
精
神
」

と
し
て

選
集
・
第
七

巻
（
一
九
六
五

年
）
に

収
め

ら
れ
、
決
定

版
・
別

巻
七
巻
（
一
九
九
八
年
）
と
し
て
出
版

さ
れ
た
。

（
1
9
）
　「
近
世
日
本
の
批
判
的
精
神
」
（
選
集
・
第
七
巻
）
二
七
〇
、
二
四
三
頁
。

（
2
0
）
　
近
代
日
本

の
宗
教
政
策
は
、
「
国
家
神
道
の
強
制
と
宗
教
の
徹
底
的

な
統
制
支

配
」

と
さ
れ
る
（
村
上
璽
良

「
天
皇

制
国
家

と
宗
教
」
講
談
社

、
二
〇
〇
七
年
、

四
頁

。
初

出
は
一
九
八
六
年
）
。
仏
教
と
国
家
神
道
と
の
思
想
的
関
係

に
つ
い
て

は
、
末
木
文
美
士

「
第
一
章
　

神
仏
習
合

か
ら
神
仏
補
完

ヘ
ト
島
地
黙
雷

」
（
「
近

代

日
本
の
思
想
・
再

考
１
　

明
治
思
想
家
論
」
ト
ラ

ン
ス

ピ
ュ
ー
、
二
〇
〇
四
年
、

一
九
－

四
二
頁
）

を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
2
1）
　「
人
類

一
般
の
平
和
と
幸
福
と

い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
世
界
諸
民

族
間

の
相
互
の

理
解
を
促
進

し
な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
同

じ
人
間
で

あ

る
と
い
う
理
解

を
起
こ

さ
ね
ば
な
ら

な
い
。
…

…
束
と
西
に

お
け
る
諦
哲
学

の
発
展

の
比
較
研
究
と

い
う

こ
と

が
、
次
第

に
重
嬰
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
古
代
思
想
　

世
界
思
想

史
１
」
（
決
定

版
・
別

巻
一
巻
、
一
九

九
八
年
）
五
頁

、

序
・
１
頁

。

（
2
2）
　
同

、
五
－

一
一
頁
。

（
2
3）
　
同

、
二

七
頁

。

（
2
4）
　
シ
ル
ヴ
ァ

ン
ー
レ
ヴ
ィ
、
山
田
龍

城
訳
「
仏
教
人
文

主
義
」
（
人
間
の
科
学
社

、

一
九
七
三

年
）
　一
一
四
、
一
一
六
頁

。

（
2
5）
　
同
、

匸
二
○
－

一
四
六
頁
。

97　1　中村元の 日本思想史研究



（
2
6）
　
オ
リ

オ
ン

ー
ク
ラ

ウ
タ
ウ
に
よ

れ
ば
、
商
梢

は
一
九

二
九
年

に
「
人
文
の
基

調
と

し
て

の
仏
教
」

を
刊

行
し
た
。
同

年
に

は
、
大
正

新
修
大
蔵
経

の
刊
行
に

よ
り

フ
ラ

ン
ス
学

士
院

か
ら
ス
タ

ニ
ス
ラ

ー
ジ
ュ
リ
ア

ン
賞
を
受
賞

し
、
日
本

の
仏

教
学

が
「
世
界

レ

ベ
ル
」
と

し
て
認

め

ら
れ

る
契
機

と
な

っ
た
と

い
う
。

オ
リ

オ

ン

ー
ク
ラ

ウ
タ

ウ
「
商
楠

順
次
郎

」
（
「
近

代
日
本
思

想
と
し
て

の
仏
教

史
学
」
法
蔵

館
。
二
○

匸
一
年
）
一
二
二
－

匸
一
四
頁
。

（
2
7）
　
中
村
元

「
学
問

の
開

拓
」
（
佼
成

出
版

社
、
一
九
八
六

年
）
一
三
七
頁
。

（
2
8）
　「
近
代
思

想
　

世
界
思
想
史
Ⅳ
」
（
決
定

版
・
別
巻
四
巻
）

二
四
四
頁
。
「
古
代

的
・

中
世
的
宗
教

か
ら
近
代
的
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ

ム
へ
の
転
換
」
（
三
七
四
頁
）

と

い
う
。

（
2
9）
　
チ

ャ
ー
ル

ズ
ー
ト
リ
ン
カ
ウ
ス
「
ル
ネ
サ

ン
ス
に
お
け

る
人
間
の
尊
厳
」
（
「

ル

ネ
サ

ン
ス
と
人
文
主
義
」
平
凡
社
、

一
九
八
七
年
）

一
〇

四
一

一
〇

五
頁
。

（
3
0）
　「
近
代
思
想
　

世
界

思
想

史
Ⅳ
」
（
決
定

版
・
別
巻
四
巻
）
二
四

四
頁

。

（
3
1）
　
同
、

二
四
四
、
二
五

一
、
二
八
〇
頁
。

（
3
2）
　「
ウ

パ

ニ

シ
ャ
ッ

ド
の
思

想
」
（
決

定

版
・
第

九
巻

、
一

九
九

〇
年

）
七

〇

八
－

七
〇
九
頁

。

（

に

し

む

ら

・

り

ょ

う

、

日

本

思

想

史

、

公

益

財

団

法

人

中

村

元

東

方

研

究

所

専

任

研

究

員

）
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